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　1986年に高温超電導フィーバが起こってから，20年が経ちました。
当時は，もともと超電導の研究を行なっていなかった企業や研究機関で
さえも，原料を購入して乳鉢の中ですりこぎで混ぜ合わせて臨界温度の
高い物質を探し当てるのに躍起になっていました。村上雅人著「超電導
の謎を解く」に記述されていますが，週刊誌の記者も超電導体を合成し
て記事にしたということまであったそうです。
　20年経って高温超電導線材が製品化されているのはある意味脅威で
す。今は，（臨界電流値Ic）×（長さL）という量を世界で競い合っています。
現段階のチャンピオンデータは，2007年9月に日本のフジクラが発表し
た112 ,166Amですが，一箇月前の8月にはアメリカのSuper Power社
が102 ,935Amと発表したばかりでした。技術開発の進展の早さを感じ
ます。
　2008年は，超電導技術を支えるヘリウムの液化に成功してからちょ
うど100年になります。新たなる発見を期待しつつ，今回の特集をお読
みいただければ幸いです。

（注．11月の国際会議にてSuper Power社が150 ,100Amを達成したと
発表しました。）（M. I.）
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月号主要目次12
特集：システム開発・活用の現状と展望
　　　～業務支援や事務管理体制の強化～ ････････････････････････････ＪＲ旅客 6社、ＪＲ貨物
グループ企業の躍進：広告・宣伝 ･････････････････････････････････････ＪＲ各社グループ会社
コメンタリー：長野新幹線開業 10 周年･･･････････････････････････････････････････ＪＲ東日本
　　　　　　　京都駅ビル 10 周年を迎えて･･･････････････････････････････････････ＪＲ西日本
フライト・ルポルタージュ：東京～大阪線で新たなサービス ･･･････････････････････杉浦　一機




